
2章：図形と方程式 2：円

2円の位置関係

103 2点 P，Qがそれぞれ 2つの円

x2 + y2 − 16 = 0, x2 − 2
√
3x+ y2 − 2y + 3 = 0

の上を動くとき，線分 PQの長さの最大値と最小値を求めよ。

（東京電機大）

104 円 (x− 8)2 + (y − 15)2 = 25に外接する原点中心の円は であり，

内接する原点中心の円は である。 （玉川大）

2円の位置関係
103 線分 PQの長さが最大あるいは最小となるのは，P，Qが 2円の中心を通る直

線上にあるときです。

104 2円の位置関係は，中心間の距離 dと 2円の半径 r1，r2 を調べることにより

わかります。

( i ) 内包

d < r1 − r2
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(ii) 内接

d = r1 − r2
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(iii) 2点で交わる

r1 − r2 < d < r1 + r2
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(iv) 外接

d = r1 + r2
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(v) 分離

d > r1 + r2

r1 r2

d

90



2章：図形と方程式 2：円

2円の位置関係
103 x2 + y2 = 16は原点が中心で半径 4の円であり，
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(x−
√
3)2 + (y − 1)2 = 1 は中心が (

√
3, 1)で，半径 1

の円である。

中心間の距離は
√
3 + 1 = 2

図のように A，B，C をとると線分 PQの最大値は

AC = 4 + 2 + 1 = 7

線分 PQの最小値は

AB = 4− 2− 1 = 1

104 円 C0 : (x − 8)2 + (y − 15)2 = 25 は，中心
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A
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CA(8, 15)，半径 5の円である。円 C0 に外接する原点

中心の円は，接点を Bとすると

半径 OB = OA−AB

=
√

82 + 152 − 5 = 12
∴ x2 + y2 = 122

また，円 C0 に内接する原点中心の円は，接点を Cと
すると

半径 OC = OA+AC = 17 + 5 = 22 ∴ x2 + y2 = 222
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